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　《
改
革
推
進
課
》

市役所に来なくても申請などの手続き
ができるよう、業務のデジタル化に取り
組んでいます。
既に、住民票などのコンビニ交付や認

可保育所・認定こども園（２号・３号認定)
の入所申請がオンラインで可能になって
います。他の手続きについてもオンライ
ン申請が可能となるように取り組みを広
げていきます。
また、公共施設予約システムのリニュー

アルを予定しており、手続きがこれまで
より簡単になり、キャッシュレス支払いが
できるようになります。

昨年度から実施している市長を交えた対話集会。
昨年は計8回開催し、各テーマについて市民の熱い思
いを聞くことができました。その参加者の中には、自
分以外の思いを知ることによって、さまざまな場所で
新たに動き出している人もいます。

対話を通じて
より身近に

日星高校が制服にパーカーを導入

若手と考える舞鶴の未来 働きやすい
職場環境を目指して

産前・産後サポート部会の設置
昨年の対話集会のテーマの１

つ「性の多様性を考える」に日
星高等学校の生徒会が参加。
生徒自らが制服の在り方を考え、
性別を問わないパーカーの導入
を提案し、今冬からの導入が実
現しました。

対話集会に参加して、男女関係なく着る
ことができるような制服になればいいな
と思い、生徒会のみんなでさまざまなデザ
インを考えました。たくさんの人に着ても
らいたいなと思います。

昨年の対話集会をはじめ、産前・産
後の課題についての意見が多数あったこ
とから、子ども・若者支援会議内に新
たに産前・産後サポート部会を設置。
市内の福祉、医療の各機関が集まり、
これからの産前・産後支援の取り組み
の方向性や、適切な役割分担による支
援体制のあり方について、話し合いを始
めました。

普段の業務の中でも地域の人たちと
対話し、まちの現状や願いを理解し、
まちの未来について考えられる職員を
増やすため、「舞鶴の未来を考える
ワークショップ」の開催や「プロジェク
トチーム」を立ち上げるなど、若手職員
が市民の皆さんとともにまちを元気に
する仕掛けづくりの検討を行います。

職員が市民に役立つ仕事に集中で
きるようTOPPAN株式会社と連携し、
業務を体系的に整理し、デジタル化
やアウトソーシングを進めていこうと
しています。
また、職員が安心して働ける職場

環境をつくり、新たな職員の確保や
既存職員のモチベーションを向上さ
せるため、時差出勤やカスタマーハラ
スメント対策などの検討を行ってい
ます。

   地域に飛び出す職員
    ～職員と考える舞鶴の未来～

今年も
やります！
対話集会

日星高等学校３年 坂本大地さん

生徒にインタビュー

今年は8月18日に「こどもたちのための教育環境」をテーマとした第1回
目の対話集会を、市長を交え、三笠小学校で実施しました。
今後は「子育て」「市民活動」「田舎暮らし」「看護師」などをテーマとし

た対話集会を計画しています。詳細は、決まり次第お知らせします。

改
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鶴
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わ
る
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鶴
市

業務の効率化・最適化

まちの現状を把握し、
市民の思いを形にできる

市民と対話をする

職員の時間外の業務を減らす

市民として活動できる
時間が増える

市役所改革によって
生まれること

            もっと便利に簡単に
　　　　　～手続きの「簡素化・オンライン申請」

　　　 「キャッシュレス」を進めます～

職員が時代や市民ニーズに
応じた事業に集中できる

▼

▼

▼
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